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DLabパートナーズ
会員が所属や立場を超えて自由に未来へのアイデアを出しあう

「未来を考えるオープンな場」として2020年度から発足し、

今年度は6月にキックオフミーティングを開催しました。

この場で得られた全ての情報・成果は、共有・公開を原則とします。

未来を考える取組を行っている組織間の交流・共創の場として、

また情報交換の場としてご活用いただくことができます。

昨年度から3社減 3社増の9機関でスタートしました

&

About
 DLab 

未来社会DESIGN機構（DLab）は、

「人々が望む未来社会とは何か」

を、社会の一員として考え、デザ

インすることを目的として2018年9

月に設置されました。

DLabでは、30 ～ 50年先の「あ

りたい未来」を描き、その未来を

実現するために必要となる科学・

技術や政策などとあわせて社会に

提示します。

そして、東工大だけでなく社会の

みなさんと共に実際の研究活動や

政策立案などを行い、描いた未来

の実現を目指します。



パートナーズ共創ワークショップ 2030年の未来シナリオ
「AIと共存して、人間は創造性を発揮する」を深掘り・検証する
キックオフミーティングで今年度の活動について3グループに分かれて行ったグループワークの結果「未来シナリ

オの現在地の確認（特に2030年）」が投票数を多く集めました。2030年の未来シナリオの中から、現在最も

話題のAIに関する表題の東工大未来シナリオ05をテーマに、2030年にどこまで実現できるか、課題は何かの

深堀を1日目に行い、2日目は2030年の生成AIと共存する場面を具体的に描き、新たな未来シナリオを描きま

す。1日目、2日目とも対面での実施となり、東工大教員による話題提供も行います。

前年度と同様に学部1年生向け「未来社会デザイン入門」講座とのコラボを行います。今年も2050年発行

の未来新聞を学生が制作します。 8月に行ったパートナーズ会員と講師の先生方との意見交換も踏まえ、各社

の未来戦略から社会課題への取り組みも交え、学生にプレゼンし、未来新聞へのインプット情報にしてもらい

ます。また、学生の新聞制作グループワークにパートナーズ会員がアドバイザーとして加わり、学生からの質

問や、アイデアへのフィードバックも行います。

未来社会デザイン入門とのコラボ ～学生とともに考える未来～

9月、12月

10月～11月

2023年度の活動 Summary



Agenda

イントロダクション

自己紹介（各自1分）

本年度のテーマに関する
ディスカッション

交流会

閉会
17：00

16：30 -

15：20 -

15：05 - 15：20

15：00 -

今年度のテーマ３案

3グループの
付箋を全員で
共有し

最後に投票

グループ１の「誰もが気軽に集える場づくり」 
グループ２の「未来の人生を設計してみる」
グループ３の「未来シナリオの現在地を確認（特に2030年）」

展示会などへの出展を視野に、各社＋大学で持ち寄って何か形にしてみる。

グループ１ プロトタイピングしてみる

東工大の未来シナリオを起点に未来像を作成し、
その実現に関与しそうな研究者に登壇してもらい議論を行う。

グループ2 未来をつくり、研究者と語らう

グループ3 その他（上記以外で自由にディスカッションしたい）

に対する
投票が多かった

DLabパートナーズ キックオフミーティング
June. 28th @345, Main Bldg., Ookayama campus



 パートナーズ共創WS

Day1の事前課題
未来シナリオが実現されるには様々なテクノロジーや社会構造の変化等が必要となるこ
とから、各自で現在の技術／社会動向の記事等から、このシナリオに関連する情報を
集めてみる

Day1
事前課題からキーワードを抽出し、川喜田二郎博士の人類の3つの生活様式（社会・
文化・環境）である人＋生活様式にあてはめたグループに分かれ、2030年にどこまで
実現できるか、達成できないことやその課題、疑問は何かを議論しまとめる

Day2
Day1で得られた課題に関連する話題提供を東工大教員から受け、そこからの気づきと
Day1の議論から、2030年の生成AIとの共存に関係する未来の場面をグループワーク
で文章化、さらに一つの新しい未来シナリオを完成させる

2030年の未来シナリオ05
「AIと共存して、人間は創造性を発揮する」を深掘りする今年度のテーマ

注：各ワークのデータは会員向けのAppendixで共有

Workshop Part1 Day1: Sep. 27th @E1001, West Bldg. 8E, Ookayama campus
Day2: Dec. 14th  @Collaboration room, West Bldg. 9



Day1｜Agenda

未来シナリオの検証グループワーク

宿題の共有（自己紹介を兼ねて）全体共有

今年度のパートナーズワークショップについてイントロ

リベラルアーツ研究教育院  柳瀬博一教授
アンケートから見た東工大生のAR/VR、
メタバース、生成AIの経験

話題提供

発表＆ディスカッション全体共有

Workshop Part1
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Day1｜ まとめのシート
Workshop Part1



各
グ
ル
ー
プ

の
ま
と
め

Day1

Workshop Part1



Day2｜Agenda

リベラルアーツ研究教育院  伊藤亜紗教授、眞嶋俊造教授話題提供

今日の気づきと前回の振り返り個人ワーク

グループで発表と、ChatGPTの生成した未来シナリオを比較する 全体共有

のグループで描いた未来の場面から、
ChatGPTのアプリに未来シナリオを描かせる

ファシリテーター
より共有

2

気づきの共有
2030年の生成AIとの共存に関係する未来の場面を3件程度に文章化
その場面を統合するなどし、新たな未来シナリオを完成させる

グループワーク

1

2

3

Workshop Part1



Day2｜話題提供（研究者紹介）

さまざまな障害や病気の当事者へのインタビューを通じて多様な身体
の感覚や世界の認識について明らかにしています。また未来の人類研
究センターでは「利他」をキーワードに共同研究を進め、文理共創研
究のための種まきをしています。主な著作に『目の見えない人は世界
をどう見ているのか』『どもる体』『記憶する体』、共著に『「利他」と
は何か』『ぼけと利他』など。

倫理学、特に応用倫理学の分野のうち、研究倫理、戦争倫理を専門
としています。研究倫理の領域では、研究専門職の職業倫理、つまり
研究者倫理という視点から研究倫理教育について研究を行っています。
戦争倫理の領域では、戦争やそれに関連する暴力の諸相（例えば、
民間人保護、自律型殺傷兵器システム、子ども兵士、尋問のための虐
待（拷問）、人質を取ること）の倫理問題について研究を行っています。

専門分野 美学・現代美術史

専門分野 倫理学・応用倫理学

科学技術創成研究院 未来の人類研究センター長 
リベラルアーツ研究教育院

伊藤 亜紗 教授

リーダーシップ教育院
リベラルアーツ研究教育院

眞嶋 俊造 教授

01

02

Workshop Part1
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Day2｜ 2 のシート

Workshop Part1
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Day2｜ 3 のシート

Workshop Part1



Day2｜会員とAIによる未来シナリオ

グループ
の結果

①：場面の文章

左②：
グループワークで
導き出した未来シナリオ

右③：
FutureCraft
（*ChatGPTのアプリ）が
生成した未来シナリオ
（図とも）
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2023年度 教養特論
未来社会デザイン入門

DLabパートナーズ

（入会順） 2023年度パートナーズ企業9社

● 旭化成株式会社
● マツダ株式会社
● 株式会社インスパイア
● 株式会社アルバック
● 日鉄興和不動産株式会社
● セイコーエプソン株式会社
● コクヨ株式会社
● 株式会社日立ソリューションズ・クリエイト
● 日産自動車株式会社 柳瀬 博一 教授

メディア論
治部 れんげ 准教授
ジェンダー論・経営学

リベラルアーツ研究教育院

Workshop Part 2

Introduction to the Design of Future SocietyDLabコラボ企画



Workshop Part2

～ 未来社会DESIGN × SDGs × ジェンダー × パートナーズ企業の考える未来 ～
2023年度3Q　教養特論「未来社会デザイン入門」全7回　2023年10月2日-11月27日　毎週月曜日13:30-15:20　＠西9号館716、大岡山キャンパス

2050年の「望ましい未来の社会」を考える

講座

第1回 10/2 未来予測データの収集
グループワーク 各グループにオブザーバーとして参加 

聴講

1 こうなるかもしれない未来 “may be”
2 こうなるべき未来 “should be”　
３ こうしたい未来 “want to be”
について現代史を踏まえて概観

第2回 10/16 SDGs事前調査をグループで共有後、
グループ単位で発表し、共有

SHOULD BE：こうすべき未来：
SDGsを基に未来像研究

第4回 11/6 ビジネスと未来戦略（２）
企業ゲストによるトーク

同上

日時 概要 受講学生 パートナーズ会員

第3回 10/23

ビジネスと未来戦略（１）
企業ゲストによるトーク
～各社代表によるショートプレゼン
（企業が考える未来やSDGs、CSR、
  社会課題の取組紹介）～

第5回 11/13 未来新聞を作るグループワーク（１） 各グループにアドバイザーとして参加 新聞制作の講義と、グループ単位で
担当SDGsを決め、未来新聞の制作開始

第6回 11/20 未来新聞を作るグループワーク（２） 引き続きグループで未来新聞を制作 毎回異なるグループに計3回アドバイザーとして参加 

第7回 11/27 グループ発表、
講義全体の振り返り 聴講＆最後に新聞へのコメントグループ単位で未来新聞を発表、共有

・SDGs事前調査をグループ単位で発表し、
　共有（継続）
・事前に調べた各社の未来戦略と
　プレゼン内容についてグループで対話

・旭化成、マツダ、アルバック、日鉄興和不動産、
　セイコーエプソン（ビデオ）による10分間のプレゼン
・会員は各グループに入り、
　学生からの質問、意見に答える

・日鉄興和不動産、インスパイア、コクヨ、日立、
　日産による10分間のプレゼン
・会員は各グループに入り、学生からの質問、
　意見に答える
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